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Ⅰ　アン・クリフォードの肖像
17世紀イギリスの「書く女たち」のひとりアン・クリフォード（Lady Anne 
Clifford, 1590-1676）1）と同世代の宗教詩人ジョージ・ハーバート（George Herbert, 
1593-1633）との関係を、ペンブルック伯派閥の輪の中で捉え直すのが本稿の目的
である。
まず予備的知識として、アン・クリフォードの略歴を彼女が残した文書、自伝や
日記そして回想録、それらの資料を一部交えながら簡単に辿っておきたい。62歳の
とき記した自伝の冒頭2）、自らの出生を旧約聖書を踏まえ次のように語る。
私は、慈悲深き神の御心により、1589年3月1日、詩篇第139番に記されてい
るように、テムズ川の畔近くウェストミンスターはチャネル・ロウのウォートン
卿の屋敷で、剛勇の父より種を授かり、立派な母の胎に宿った。だが、伝導の
書第3章の如く、産声をあげたのは翌年1月30日で、場所は父の主だった屋敷
のひとつ、クラヴェンはスキプトン城であった。（「我が生涯」［“The Life of 
Me”］）3）
父親は第三代カンバーランド伯ジョージ・クリフォード。エリザベス女王の寵臣の
ひとりで、スペインとのアルマダ海戦ではエリザベス・ボナヴェンチャー号を指揮
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した。母の名はマーガレット・ラッセル。第二代ベドフォード伯フランシス・ラッセ
ルの末娘でプロテスタント。詩人・文人の擁護者であり、医薬の調合に精通してい
たともいう。アンの兄弟、長男フランシスと次男ロバートはアンの誕生を前後して
死去。次男亡きあと、両親は事実上別居状態に陥り、以後弟妹は生まれることはなく、
アンはクリフォード伯爵家の莫大な財産を受け継ぐただひとりの娘として養育され
る。
9歳から12歳まで、アンの家庭教師は母親が招聘した詩人・劇作家サミュエル・
ダニエルであった。（ダニエルがアンの前に仕えていたのは、後述第二代ペンブルッ
ク伯爵の嫡男ウィリアム・ハーバートであった）アンは父親の命でギリシャ語やラテ
ン語を学ぶことはなかったが、フランス語の習得に励む。
1603年13歳のとき、アンの人生に甚大な影響を及ぼす一大事件が起こる。エリ
ザベス女王崩御とそれに続くジェイムズ一世の即位である。目撃・体験した情況を、
次のように回想する。
クリスマスの時季になると、よく宮中に参内したものだった。時には伯母ウォ
リック伯爵夫人［アン・ラッセル］のところで藁蒲団に寝たこともある。伯母に
はとても恩義がある。常に私を可愛がり面倒をみてくれた。もしエリザベス女
王陛下が存命であれば、きっと私を陛下に仕える侍女にしてくれていたであろ
う。他の貴族の娘と同様、容貌と資産のふたつの点から、私にも私室付き侍女
になる期待が大いに寄せられていた。女王はリッチモンドに移られて程なく、
体調を崩された。母上［マーガレット・ラッセル］も私を連れ馬車でそこに行き、
格天井の間でお仕えし、夜遅くに帰宅することが多かった。3月の21日か22日、
夜の9時頃、ウォリックの伯母（その時はクラークンウェルに住んでいた）より、
暴動が怖いのでオースティン・フライアーズに引っ越すとの報せが届いた。憐
れみ深き神が我が家を暴動からお救い下さった。24日、伯母の召使いフロック
ネル氏が言伝を携えて来た。女王陛下が午前2時か3時にお隠れになったと。［中
略］10時頃、枢密院全員一致で大歓喜のもと、ジェイムズ国王即位がチープサ
イドで布告された。祝賀行事を見物しに行った。ジェイムズ王が何の混乱もな
く即位されたことは、あらゆる階層の人々には予期せぬ出来事であった。2、3
日の内に、もとのクラークンウェルに戻った。夜になり、女王陛下のご遺体が
御座船でリッチモンドからホワイトホールに運ばれる。程なく、母上と大勢の
貴婦人が集まり亡骸の番をした。ご遺体はホワイトホールの客間に長らく安置
され、数名の貴族や貴婦人が寝ずの番をした。母も二晩か三晩お勤めを果たし
たが、私はまだ幼すぎるという理由でどうしても不寝番を許してもらえなかっ
た。この時、ホワイトホールに頻繁に出向き、庭をよく散歩した。貴族や貴婦
人も足繁く通い、すべての者は胸を希望で膨らませていた。殿方は山々を期待
していたが、見出したのはモグラ塚であった4）。ただ例外は、サー・ロバート・
セシルとハワード家の者たちで、彼らは母を忌み嫌い、伯母を快く思っていな
かった。この頃、サウサンプトン卿［ヘンリー・ライアスリー］はロンドン塔幽
閉から放免された。エリザベス女王のご遺体は枢密院のご判断で長らくホワイ
トホールに安置されたあと、とても厳かにウェストミンスターまで運ばれた。
その折、貴族と貴婦人が供
ぐ ぶ
奉した。母と伯母のウォリックは葬送の列に加わっ
たが、私は許されなかった。なぜかというと、背丈が足りなかったわけで、そ
のことは当時悩みの種だったが、ウェストミンスターの教会から大葬が執り行
なわれるのを観た。（『回想録 1603年』［The Memoir of 1603］）5）
1605年10月30日、父ジョージ・クリフォードが死去。遺言によると、母マーガ
レットへの寡婦産と娘アンへの結婚持参金（無条件に一万ポンド、遺言に抗せず同
意すれば一万五千ポンド）を除く、すべての財産と伯爵の位を実弟、即ちアンの叔
父フランシス・クリフォードに譲るという。翌年、アンの後見人となった母親が娘の
男爵の位（barony）とそれに付随する土地財産の復権を求め、訴訟を起こす。この
訴訟は、後見裁判所や民事訴訟裁判所それに北イングランド議会で引き続き争われ、
そして最後は国王ジェイムズ一世の手に委ねられる。国王の裁定のあと和解金が滞
りなく支払われるのは、1619年1月のことである。訴訟が長引いた背景には、クリ
フォード家に代々伝わる男爵の位と財産、つまりジョン王より下賜されたウェスト
モアランドの土地およびエドワード二世より下賜されたクラヴェンの土地が、性別
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に関係なく直系の子孫に伝えられる、いわゆる限嗣相続であるとのアン側の主張と、
当時支配的になりつつあった家父長制度に基づく長子相続および男性の跡継ぎへの
家督相続の考え方とが、原理原則がないまま相克したイギリス特有のコモン・ロー
の事情があった6）。訴訟の争点は、簡単に言うと、貴族の令嬢が先祖伝来の男爵位
を相続できるか否かであったが、「弱き器」を脱するアンの姿は、家父長制度という
巨人ゴリアテに敢然と立ち向かう女性版ダビデに喩えられる7）。この相続問題にま
つわる訴訟でアンが経験した葛藤は、1616年から1619年までの『日記』（The Diary 
of 1616-1619）で窺い知ることができる。
1609年2月25日、イングランド北部出身のアン・クリフォードは南部サセックス
州の名門バックハースト卿リチャード・サックヴィル（Richard Sackville, 1589-
1624）と結婚する。式の2日後、新郎リチャードの父ロバート・サックヴィルが逝去
し、新郎が爵位を引き継ぎ第三代ドーセット伯爵となる。アンはこの結婚で、三人
の男児を出産する。しかし、生まれるとすぐ、あるいは幼少の頃亡くなる。1614年
に生まれた長女マーガレットと1622年に生まれた次女イザベラは成人に達し、長女
はサネット伯ジョン・タフトンに、次女はノーサンプトン伯ジェイムズ・コンプトン
に嫁ぐ。それぞれ子宝に恵まれ、大家族を形成する。
1624年3月28日、夫リチャード・サックヴィルが突然の病死。赤痢であったとも
いわれる。夫の実弟エドワード・サックヴィル（Edward Sackville, 1591-1652）が
爵位と家督を継ぎ、第四代ドーセット伯爵となる。アンの実家クリフォード家と同
じ宿命で、直系の男子が育たなかったからだ。アンは夫の死を前後して、娘マーガ
レットとともに天然痘に罹る。顔の痘瘡痕が悩みの種で、この先二度と結婚はすま
いと決意をするが、長女マーガレットを嫁がせたあと1630年6月3日、第四代ペン
ブルック伯フィリップ・ハーバートと再婚する。母が始めた相続関連の訴訟に抵抗
勢力が束となり、宮廷の実力者である後ろ盾が必要であったのだろう。
1641年、父の爵位を継いだ叔父フランシス・クリフォードが死去。その嫡男、つ
まりアンの従弟ヘンリーが第五代カンバーランド伯爵を名乗るが、1643年その従弟
も男の跡継ぎを残さず歿する。したがって、結局、係争中であったクリフォード家
に代々伝わる土地財産すべてが、53歳のアンの手許に戻る。
Ⅱ　エドワード・ハーバートとサックヴィル家の兄弟
初婚後、アン・クリフォードが暮らすのはリチャード・サックヴィルのカントリー
・ハウス、ケント州はセヴェンオークス（セヴノークス）近くノールの大邸宅であった。
夫リチャードはというと、宮仕えのためロンドンのホワイトホールやドーセット・ハ
ウス（ソールズベリー・コートにある上屋敷）で過ごすか、あるいはサセックス州バ
ックハーストの屋敷に狩猟に出かけるなど、新婦アンをひとりにさせることが多か
った。とある日記でアンは、詩篇第102番第6節「荒れ野のペリカン、廃墟のフクロ
ウのようになった」を援用して嘆く。
この間、ロンドンの夫には、人の出入りが極めて頻繁にあった。外出も多く、
闘鶏、木球［ボウリングの原型］、観劇それに競馬に足繁く通い、世間の人々か
らちやほやされる。田舎の私は、始終もの悲しくて気が重い。［相続の］ 合意文
書に従わないので、人々から非難される。その様は、荒野の梟のようだ。（1616
年5月12日付）8）
序でながら、1616年にセヴンオークスの地に僧禄を得た詩人・神学者のジョン・
ダン（John Donne, 1572-1631）がノール・ハウスを訪れる。珍しかったのか、アン
は日記に書き留める。「日曜日、午前午後と教会に詣で、ダン博士の説教に耳を傾け
る。博士と見知らぬ人とで大
グレート・チェインバー
広 間で午餐をとる。」（1617年7月27日付）9）この食
事会には後日談がある。1676年4月14日に執り行なわれたカーライルの主教エドワ
ード・レインボー（Edward Rainbow）による葬送の説教（“A Sermon Preached at 
the Funeral of the Right Honourable Anne, Countess of Pembroke, Dorset, and 
Montgomery, who Died March 22, 1676, and was Interred April the 14th the 
Following at Appleby in Westmorland”）によると、ダンは若き日のアンについて、
神の摂理から絹糸に至るまですべてのことを話題にする術に通じている、と語った
という10）。貴婦人として刺繍など家政は当然として、神学博士を相手に思弁的な学
問領域まで多岐に亙るアンの教養が窺える。
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最初の夫リチャード・サックヴィルには、貴族に見られるように、既婚者の愛人
がいた。1619年7月の日記に付せられた欄外の註（著者アンによる後日の追記）に
よると、公然の愛人をノール・ハウスの近くにまで来させたことで、一騒動あった
らしい。
この夏の間ずっと、ペニストン夫人がタンブリッジ近くのウェルズで霊泉を飲
む。ペニンストン夫人が当地に滞在したことが巷で噂となり、夫が咎められる11）。
夫リチャードとペニストン夫人の間には、非嫡子の娘がふたり生まれる。
夫リチャードは正妻アンに子供を授け、しかもペニストン夫人という愛人がいた
にもかかわらず、微妙な関係の男性がいた。マシュ ・ーコルディコットという人物で、
主人リチャードの故郷の森などでよく狩りのお供をした。彼は普段はノール・ハウ
スに身を寄せ、アンから「夫のお気に入り」（“my Lord’s favourite”）12）とレッテルを
貼られ、毛嫌されている。というのも、夫リチャードは妻の遺産相続問題について
関心が高く、家父長制遵守のイデオロギーのもと、それに加え浪費や賭事による現
実的な金銭問題で、妻アンに様々なプレッシャーをかけ遺産を放棄して和解金を手
に入れるようにと説得を試みる。そればかりか、頑として聞き入れないアンに対して、
愛娘マーガレットと会えなくするなど卑劣な策を講じる。さらに、利害の絡む義理
の弟エドワードや義母のハワード家の伯父、その差し金で働くカンタベリー大主教
なども一味とする。なかでもマシュー・コルディコットは主人リチャードの意図を汲
み、日常生活で執拗にアンに嫌がらせをするからである。
夫リチャードの人となりの一端が、外交官にして詩人・哲学者エドワード・ハー
バート（Edward, Lord Herbert of Cherbury, c.1582-1648）の自伝に描かれている。
これが終わって舟に乗り、ライン川を上って低地帯［ネーデルラント］に入った。
暫しの逗留のあと、アントワープとブリュッセルに到着した。暫くそこの宮廷
で時を過ごしてから、カレーに赴き船でドーヴァーを渡りロンドンに帰った。
二日と経たない内に、枢密院から使者が来て、ウォルデン卿との諍いが一件落
着したことが判った。そして今では、自惚れているわけではないが、宮廷や市
井で人気者となり、それまで知己のなかった人々から引張り凧になった。ドー
セット伯リチャード［・サックヴィル］もこれまで面識がなかったが、ある日ド
ーセット・ハウスに招かれた。廊
ギ ャ ラ リ ー
下の間に案内され、名画を多数見せてもらった。
最後に緑のタフタ織りが懸けられた額縁の前で、絵画の人物はだれであると思
うかと、尋ねられた。問うてすぐ帷
カーテン
を引くと、私の姿が現れた。どのような経
緯で私の肖像画を手に為されたのですかと尋ねた。あなたの数々の武勲を聞き
ましてね。画家のラーキンに描かせた肖像画の模写だという。原画は低地帯に
出発する前に、サー・トマス・ルーシーに贈った。ドーセット伯だけではなく、
名を伏せるべき止ん事無き御方まで模写を手に入れ、私室に飾られた（なぜそ
のようなことになったのか、知る由もないが）。御方の死後、その絵を見た方々
により思いの外、噂が広まった。正直に言うと、肖像画を描いて、口外できな
い数々の理由のため、命を狙われる羽目になった。（『自叙伝』［The Life of 
Edward, Lord Herbert of Cherbury］）13）
1610年に勃発した低地帯はジュリヤーズ包囲での志願兵としての活躍、およびその
あと大陸遍歴中のウォルデン卿との決闘騒ぎなどを聞きつけ、その噂話にリチャー
ド・サックヴィルが惚れて、エドワード・ハーバートの肖像画を愛でたということか。
エドワード・ハーバートの自惚れも大したものだが、この翌年、リチャード・サック
ヴィルは妻アンを残してフランスや低地帯に旅に出る。
エドワード・ハーバートはドーセット伯リチャード・サックヴィルの弟エドワード
・サックヴィルとは、親交があった。1612年、エドワード・サックヴィルはサー・ジ
ョージ・カーゾンの娘メアリーと結婚する。だが、ふたりの第一子が生まれて間も
なく夭折。エドワード・ハーバートが、それを憐れみ墓碑銘を残している14）。
エドワード・ハーバートはジュリヤーズ包囲が解かれたあと、前述のように大陸
に武者修行に出かける。1616年頃、サヴォイア公国の都トリノでのこと。数々の武
勇伝を聞きつけた大公より仕官する気はないかと打診され、受ける。フランスのラ
ングドック地方に赴き、スペインとの戦争のとき援助を約束した4,000名の新教徒 
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［ユグノー］をピエモンテまで護送する役目を仰せつかる。ところが、リヨンの城門
をくぐると、衛士に身柄を拘束されてしまう。フランス国内で不穏な行動をする輩
として、すでに人相書きが出回っていたのだ。エドワード・サックヴィルがイギリス
人拘束の知らせを受け、真相を確かめるべくリヨンへ向かう。当地の地方長官との
誤解から話が紛糾するが、サックヴィルによりハーバートの家柄や身分階級それに
当地ではまだ徴兵はしていない旨など説明があり、ようやく拘束が解かれる。だが、
ハーバートは腹の虫が治まらなかったらしい。
その夜はできるだけ静かに過ごしたが、翌朝彼［エドワード・サックヴィル］に
為すべきことを相談した。［地方長官から］とても酷い侮辱を受けたので、相手
が拒めないように丁寧な言葉を並べて果たし状を叩きつける所存だと言うと、
諦めるよう説得された。それでこの件では、サー・エドワード・サックヴィルの
助太刀は望めないと解ったが、果たして翌日、彼は都
ま ち
市を出て行った。（『自叙
伝』）15）
エドワード・ハーバートがエドワード・サックヴィルに決闘の付添人になってもら
いたいと考えたのには、理由があった。3年前の1613年、エドワード・サックヴィ
ルは当世の美女と謳われたヴェネティア・スタンレーをめぐり、キンロス卿エドワー
ド・ブルースと争いになった。ジェイムズ一世の決闘禁止令を避け、低地帯はアン
トワープの市壁の下（またはベルヘンオプソーム）をその決闘の場所に選び、当人エ
ドワード・サックヴィルも深手を負うが、相手を刺殺する事件があった16）。アンの
日記でも、義理の弟エドワードが血の気の多い人物として登場する。例えば、1617
年8月27日、サ ・ージョン・ウェントワースとの決闘沙汰がアンの耳に入り、翌28日、
刺殺されたと伝えらる。アンはドーセット家の家督相続がらみで、弟エドワードか
ら嫌がらせを受けていて、伝聞情報にほくそ笑んだことだろう。だが、9月1日には
誤報であると判明する。文面からアンの落胆ぶりが窺える。
ハーバートはエドワード・サックヴィルの男気を頼み、リヨン長官との決闘で助
勢を願ったが、裏切られる結果となってしまった。サックヴィルはジェイムズ一世
の寵臣バッキンガム公ジョージ・ヴィリアーズの信奉者であり、そのバッキンガム
公の推挙で後にエドワード・ハーバートは駐仏特命大使に任命される。大陸での遍
歴や数々の武勲を買われたわけだが、バッキンガム公の情報源はエドワード・サッ
クヴィルであったかも知れない。
Ⅲ　ジョージ・ハーバートとアン・クリフォード
ジョージ・ハーバートとアン・クリフォードとの関係を考える場合、そのキーワー
ドは、ペンブルック伯爵を中心とした派閥（faction）兼文学サークル（coterie）であ
る17）。その派閥はプロテスタントの旗頭で、淵源はサー・フィリップ・シドニーとそ
の妹メアリー・シドニーにある。1577年、妹メアリーは第二代ペンブルック伯ヘン
リー・ハーバートに三番目の妻として嫁ぐ。今日では、彼女の名は、ペンブルック
伯爵夫人メアリー・ハーバートとして広く知られる。メアリーは自らも亡き兄フィリ
ップが着手した詩篇の翻案を引き継ぐなど「書く女たち」の先駆であり、詩人や文
人をカントリー・ハウス、ウィルトシャーはウィルトン・ハウスに招き、文芸愛好者
・庇護者としても君臨する18）。かつてはエドワード・ハーバートの母親マグダレン・
ハーバートの眷顧を受けていたジョン・ダンも一時期この派閥に属するひとりであ
った19）。（ダンの息子によって、1660年、第三代ペンブルック伯爵の詩集が出版さ
れる）メアリー・ハーバートが1621年に亡くなったとき、その直後にセント・ポー
ル大寺院の首席説教者となるダンは彼女の追悼と自分の出世を託して、「サー・フィ
リップ・シドニーとその妹ペンブルック伯爵夫人による詩編の翻訳について」
（“Upon the Translation of the Psalmes by Sir Philip Sidney, and the Countesse of 
Pembroke his Sister”）という詩を献呈している。
メアリー亡き後は伯爵夫人の息子たち、シェイクスピアの一巻本全集ファースト・
フォリオ（1623年）を献呈された「あの比類なき兄弟」ウィリアム・ハーバート 
（William Herbert, 1580-1630）とフィリップ・ハーバート（Philip Herbert, 1584-
1650）が派閥兼文学サークルを継承することになる20）。ふたりの兄弟の曾々祖父サ
－ 70－ － 71－
ー・ウィリアム・ハーバートとエドワード・ハーバートの曾々祖父コールブルックの
サー・リチャード・ハーバートとは兄弟の間柄である。前者は伯爵家、後者はジェ
ントリー階級であり、本家と分家の関係である。
ペンブルック伯爵夫人メアリーの長子で家督を受け継ぎ第三代ペンブルック伯爵
となるウィリアム・ハーバートとエドワード・ハーバートとは、背の高さを競い合う
仲で、その模様が誇張を交えてエドワードの自伝に紹介されている。
ここで個人的な話をしよう。眉唾に思えるかも知れないが、神にかけて真実で
ある。フランスに来て1年半が過ぎた頃、バーゼルの仕立屋アンドルー・ヘン
リー（今はブラックフライアーズに住んでいる）から、背広を一着誂
あつら
えるのに、
以前の分に加えて半ヤードのサテン生地を上乗せして欲しいと要望があった。
フランスに来てから太ったわけでもあるまいと言って、その訳を訊いた。仰せ
の通りですが、背が伸びましたからという。私が信用しないと見ると、従来の
寸法を取り出し当ててみると、なるほど現在の丈まで達しないことが判明した。
何故このようなことになったのか見当が付かなかった。けれど、半ヤード分を
余計に与えた。本国に帰ってから、疑念が晴れた。出発のほんの少し前、ベド
フォード伯爵夫人に請われてペンブルック伯ウィリアム・ハーバートと丈比べ
をしたことがある。その際、伯の方が小指の幅ほど背が高かった。イギリスに
帰ってから計り直してみると、二人とも驚いたことに、小指の幅ほど私の方が
高くなっていた。（『自叙伝』）21）
エドワードは駐仏特命大使の任を終え、本家のウィリアムより人間的に大きくなっ
たと自慢げに訴えたい印象が拭えない。エドワードは後に特命大使の功績で、男爵
の位を授けられチャーベリ卿の肩書きを得る。なお、ベドフォード伯爵夫人ルーシ
ー（Lucy Russell [neé Harington] Countess of Bedford, 1581-1627）はアン・クリ
フォードの母方の従姉で、『日記 1616年─1619年』にも度々登場する。また、ジョ
ン・ダンやベン・ジョンソンなど詩人の庇護者でもあった。
ウィリアム・ハーバートには、母メアリーの弟にあたるレスター伯ロバート・シド
ニーの長女、つまり従妹のメアリー・ロスという公然の愛人がいた。ロス夫人も散
文作家で、伯父サー・フィリップ・シドニーの『ペンブルック伯爵夫人のアーケイデ
ィア』（The Countess of Pembroke’s Arcadia）を真似て、『モントゴメリー伯爵夫人
のユーレイニア』（The Countess of Montgomery’s Urania）を著している。ウィリ
アム・ハーバートは従妹メアリーの夫が死んだあと、彼女をロンドンのペンブルッ
ク家の屋敷に住まわせ、非嫡子ふたり、キャサリンとウィリアムを授かる。エドワ
ード・ハーバートは伯爵の私生児誕生を機に、「春に生まれたペンブルック伯爵の子
供に寄せてロス夫人贈る陽気な詩」（“A merry Rime sent to the Lady Wroth upon 
the Birth of my L. of Pembroke’s Child, born in the Spring”）を捧げる22）。
長兄ウィリアムの死後、第四代ペンブルック伯爵となるフィリップ・ハーバートと
エドワード・ハーバートには、嫁選びにまつわる多少とも因縁話が残っている。フ
ィリップは若い頃、モンマスシャーはサン・ジュリアンのサー・ウィリアム・ハーバ
ートの娘で世嗣のメアリー・ハーバートに求婚したとの噂が宮廷で流れた。手を求
められたメアリーの方も満更でもなく、フィリップ以外だれも望まないと明言する。
父親はすでに4年前に亡くなっていたが、その遺言で遺産相続の条件にハーバート
の姓を持つ人物を限定していたので、娘はこの縁談話に飛び付いただけであったら
しい。しかし、この縁談は実現せず、サ ・ーウィリアム・ハーバートの娘メアリーは、
結局エドワード・ハーバートと結ばれる23）。一方、フィリップは1604年10月、オク
スフォード伯エドワード・ド・ヴィアの娘スーザンと結婚する。そのあと、国王ジェ
イムズの寵愛を受けウェールズのモントゴメリーの伯爵位を新たに授けられ、それ
に付随して分家ハーバートの所有物であったモントゴメリー城をも与えられる。エ
ドワードが1613年、その城を500ポンドで買い戻す24）。
エドワード・ハーバートの弟ジョージ・ハーバートは、ウェストミンスター校を経
てケンブリッジ大学トリニティ学寮に入る。卒業して講師を務めたあと、1620年に
大学の要職である大学代表弁士（public orator）となる。在職中、ウィリアム・ハー
バートとの逸話が残っている。ジョージと同じ年に生まれた伝記作家アイザック・
ウォルトンによると、ジェイムズ一世が大学に自著『バジリコン・ドロン』（Basilicon 
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Doron）を寄贈し、御礼の手紙を代表弁士であるハーバートが書くことになった。
あまりにも見事なラテン語に陛下は感嘆し、側近のペンブルック伯ウィリアム・ハー
バートに手紙の書き手を問い合わせた。親戚の者でよく存じております。その者を
褒め称えるのは、同じ家名だからではなく、学識と徳ゆえでございますと伯爵が答
えると、陛下はジョージ・ハーバートを「大学の宝」と讃えたという25）。また、1624年、
31歳のときジョージは故郷の都市選挙区モントゴメリー選出の代議士となり、2月
19日から5月29日まで議会に出席するが、それもペンブルック伯爵家の庇護のお陰
であった。
さらに、ジョージ・ハーバートがペンブルック伯爵家の尽力で田舎の教区牧師に
就任したのは、1630年4月16日である。ジョージの庇護者ウィリアム・ハーバート
はジョージが牧師に叙せられる6日前に跡継ぎを残さず卒中で急逝し、前述の如く
彼の弟フィリップ・ハーバートが爵位を継承。その年の6月3日、フィリップはアン
・クリフォードと結婚する。ともに再婚で子連れである。ジョージが着任した僻村ベ
マトンは、地理的には、ウィルトン・ハウスとソールズベリー大聖堂の中間地点にあ
る。それぞれ西に2マイル、東に1マイル、歩いて通える距離であった。同時代の
伝記作家ジョン・オーブリーによると、ジョージはウィルトン・ハウスのチャプレン
（chaplain）であったというので26）、新ペンブルック伯爵および伯爵夫人から庇護は
相変わらず得られたものと思われる。
ジョージ・ハーバートはベマトンの地で教区牧師を勤めていたとき記した『田舎牧
師』（The Country Parson）で、チャプレンの役割を次のように述べている。
貴族の邸宅に身を寄せる者は、チャプレンと呼ばれる。彼らチャプレンが身を
寄せる邸宅の一族に負う義務と役目は、教区牧師が教区民に対して負うのと同
じである。（中略）聖職に就くまでは友人や話し相手として迎え入れられるかも
知れないが、一旦聖職者になれば鋤
すき
を捨て去り還俗するまで、聖職者としての
役目を果たそうという気がなければ、いかなる邸宅にも出入りすることは許さ
れない。それ故に、身を落として唯々諾々と従わず、邸宅の領主や奥方と肩を
並べ、時によっては、しかるべき時に慎重にではあるが、両人に面と向かって
叱責することになったとしても、卑下せず大胆に振る舞うべきである。（第3章
「聖職者の種類」）27）
ハーバートのペンブルック伯爵夫妻に対する、陰日向のない接し方が窺える一節で
ある。なお、ここで言う「鋤」とは、人の心を耕し神に帰依させる道具の象徴で、
ルカ福音書9章62節に、「鋤に手をかけてから後ろを顧みるものは、神の国にふさ
わしくない」とある。
ジョージ・ハーバートの友人アーサ ・ーウッドノス（Arthur Woodnoth, c. 1590- c. 
1650）からリトル・ギディングのニコラス・フェラーに宛てた1631年10月13日付
の手紙には、「同じ日、午餐のあと、私は彼［ジョージ・ハーバート］とウィルトンに
行った。彼が伯爵夫人［アン・クリフォード］といる間、ひとりで一時間過ごした」
とある28）。ハーバートはウッドノスをひとり残して伯爵夫人と面会していたのであ
ろうか。前述の『田舎牧師』には、聖職者の妻帯について論じた箇所がある。本質
的には独身がよいが、本人の気質や様々な情況から、例えば女性の信者と接する機
会があり、妻帯のほうがよいとする。ただ、独身の聖職者には、女性との接し方に
は細心の注意を払うように指南する。
女性とふたりだけで話をしてはならず、他の聞き手が同席しているときだけ許
される。それも機会をごく稀にとどめ、その時も真面目な話し方をし、ふざけ
たり冗談半分であってはならない。自分が疑われ妬まれていることを理解し、
あらゆる人との付き合いにおいて、言動や目つきにまでとても気を遣わなけれ
ばならない。（第9章「牧師の暮らしぶり」）29）
ハーバートは牧師に就くまえ、遠戚のジェーン・ダンヴァーズとすでに結婚してい
たが、周囲の目を慮ってウッドノスを同席させてもよかったはずだが、よほど重要
な案件があったのだろうか。ウッドノスはふたりの話の内容には触れていない。
また、ジョージ・ハーバートからアン・クリフォードに宛てた1631年12月10日付
の手紙が一通残っている。（“To the Right Honourable the Lady Anne, Countess of 
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Pembr. and Montg. at Court”）その中で、ハーバートは伯爵夫人より頂戴したメテグ
リンという薬味入りの蜂蜜酒一樽の御礼を、司祭の祝福を添えて申し述べている30）。
アン・クリフォードの『日記 1616年─1619年』によると、結婚後の孤独な時間を
癒す友は、聖書や歴史書を除くと、チョーサー、シドニーの『アーケイディア』、ス
ペンサーの『妖精の女王』やモンテーニュなど同時代の文学作品が多く、古典や教
父の著作は意外に少ない。ただ例外は、オウィディウスの『変身物語』やアウグス
ティヌスの『神の国』などである。前述のとおり、父よりギリシャ語とラテン語の習
得を禁じられたためであろう。アン・クリフォードが1646年頃から描かせた一族の
肖像画（アップルビィ城の三面画）、いわゆる「グレート・ピクチャー」がある。絵の
中央には両親と夭折した兄弟、向かって左には15歳のアン、右には53歳のアンが
描かれている。それら肖像画の背景には、意図的に置かれたと思われる書物の数々
が描かれている。その中には、ダンの詩集や説教集の他、ハーバートの詩集『聖堂』
（The Temple）がある。
アンは前述の自伝で2回の結婚生活について、そのむなしさを振り返る。
ケント州のノール・ハウスおよびウィルトシャーのウィルトン・ハウスにある大
理石の柱は、私にとっては、しばしば苦悩に満ちた華やかな四
あずまや
阿に過ぎなかっ
た。私の運勢を内奥まで知る賢人が次のようによく言ったほどだ。両家におけ
る私の生き様はローヌ川がジュネーヴ湖を貫流するとき、川の水が一滴たりと
も湖に混じることなく流れ去るのと同じであると。というのも、私はできうる限
りこの名門の両家にあって身を隠し、良書と有徳の思考とを伴侶としたから。
（「我が生涯」）31）
二度の結婚で、ペンブルック伯爵夫人、ドーセット伯爵夫人そしてモントゴメリー
伯爵夫人となったアン・クリフォードであったが、伯爵夫人（countess）の称号より
も先祖伝来の（女）男爵（baroness）に拘り、その儀礼上の敬称（Lady）を好んで用
いたもの頷ける。
先に触れたように、アン・クリフォードの最初の夫チャード・サックヴィルにはペ
ニストン夫人という公然の愛人がいた。その愛人が産んだふたりの娘を、夫リチャ
ードの死後も面倒を見て養育した。私生子ふたりの内ひとりは早くに亡くなり、も
うひとりは1632年にオクスフォード大学出身のジョン・ベルグレイヴという聖職者
に嫁がせた。そればかりか1636年には、その夫ベルグレイヴをアンの寡婦産の所
領のひとつハングルトンで牧師職に付け、夫婦の生活を支えた32）。また、アンはか
つてサックヴィル家のチャプレンを勤めていた詩人兼聖職者のヘンリー・キングに
年40ポンドを支給し、後にキングがチチェスターの主教に就任する後ろ盾ともなっ
た33）。キングはジョージ・ハーバートより1歳年上で、かつてともにウェストミンス
ター校に通っていた。ウォルトンによると、ダンは聖職者になる決意を固めた後、「親
愛なる友人」に印章の複製を贈ったが、キングとハーバートも、ともにその複製を
受け取ったという34）。ジョージ・ハーバートは伯爵家のチャプレンとして、ベマトン
からウィルトン・ハウスに伺い、アン・クリフォードの信仰の支えとなったに相違な
い。
それだけではなく、ふたりには音楽という共通の趣味があった。ジョージはリュ
ートやビオールの名手であった。アンも当然、貴族の令嬢として、ダンスや音楽の
嗜みがあった。『回想録 1603年』によると、少女の頃、伯母の小姓ジャック・ジェ
ンキンズのバス・ビオール［ビオラ・ダ・ガンバ］で演奏を練習したとある。また、
前述「グレート・ピクチャー」の左面には、15歳のアンを描いた肖像の傍らには、リ
ュートがテーブルに立てかけてあり、弦楽器に対する思い入れが窺える35）。ジョー
ジは御前で詩を朗読するとともに、即興でリュート演奏を披露し、時にふたりでコ
ラボレーションになったかもしれない。だが、残念なことに、ふたりの関係も長く
は続かなかった。ハーバートが肺結核のため、ベマトンに移り住んでからわずか3
年でこの世を去ってしまったからだ。
［附記］アン・クリフォードとジョージ・ハーバートとの接点について、筆者はかつ
て拙論「兄弟をめぐる二本のオレンジの樹─エドワードとジョージ・ハーバート
－ 76－ － 77－
─」（創価大学英文学会編『英語英文学研究』第56号［2005年3月］69-86頁）お
よび「ジョージ・ハーバートの聖職者になることへの逡巡─ジョン・ダンの『聖職
者になったティルマン氏に』と関連して─」前編（同第58号［2006年3月］73-90
頁）において断片的に触れたことがある。今回はそれらを、ペンブルック伯派閥を
基軸に綜合し敷衍した。
註
1） Barbara Keifer Lewalski, Writing Women in Jacobean England (Cambridge, Mass.: Harvard 
University Press, 1993); Elspeth Graham, et al., eds., Her Own Life: Autobiographical 
Writings by Seventeenth-Century Englishwomen (New York: Routledge, 1989).
2） 16世紀イタリア・ルネサンスの彫金師ベンベヌート・チェッリーニは、58歳のとき自らの生涯を
書き始めた。（古賀弘人訳『チェッリーニ自伝』上下巻［1993年 岩波文庫］）医師・占星術師ジェ
ローラモ・カルダーノは75歳で自伝を書いたとされる。（清瀬卓・澤井繁男訳『カルダーノ自伝』
［1995年 平凡社ライブラリー］）後述エドワード・ハーバートも齢60を超えた頃、自叙伝を書き
始める。Cf. Paul Delany, British Autobiography in the 17th Century (London: Routledge & 
Kegan Paul, 1969).
3） “I was, through the merciful providence of God, begotten by my valiant father, and conceived 
by my worthy mother, the ﬁrst day of May in 1589 in the Lord Wharton’s house in Channell 
Row in Westminster, hard by the river of Thames, as Psalms 139. Yet I was not born ’til the 
30th day of January following, when my blessed mother brought me forth in one of my 
father’s cheif house called Skipton Castle in Craven, Ecclesiastes 3…” (Lady Anne Clifford,
“The Life of Me” in The Memoir of 1603 and The Diary of 1616-1619, ed. Katherin O. 
Acheson [Ontario, Canada: Broadview, 2006], p. 218；以下同様にアン・クリフォードの邦訳
はすべて試訳）詩編139番［13-15節］：「あなたは、わたしの内臓を造り／母の胎内にわたしを
組み立ててくださった。（中略）秘められたところでわたしは造られ／深い地の底で織りなされ
た。」コレヘトの言葉［伝導の書］3章1-2節：「何事にも時があり／天の下の出来事にはすべて定
められた時がある。生まれる時、死ぬ時（後略）。」聖書の邦訳の引用は、『聖書　新共同訳』（日
本聖書協会 1987年）による。
4） 16・17世紀、イギリスで人口に膾炙した諺「山々を期待させながら、完遂できたのはモグラ塚」
（“He promises mountains and performs molehills”） に基づく。山根正弘「モグラのイメージ
─ 17世紀イギリスを映す鏡─」『英文学にみる動物の象徴』（2009年 彩流社）所収、51-52
頁参照。
5） “In Christmas I used to go much to the Court, and sometimes did I lie in my aunt of 
Warwick’s chamber on a pallet, to whom I was much bound for her continual care and love 
of me: in so much as if Queen Elizabeth had lived, she intended to have preferred me to be of 
the Privy Chamber, for at that time there was much hope and expectation of me both for my 
person and my fortunes as of any other young lady whatsoever.  A little after the Queen 
removed to Richmond she began to grow sickly.  My Lady used to go often thither and 
carried me with her in the coach, and using to wait in the coffer chamber, and many times 
came home very late.  About the 21st or 22nd of March my aunt Warwick sent my mother 
word about six of the clock at night, she living then at Clerkenwell, that she should remove to 
Austin Friars her house, for fear of some commotion, though God in his mercy did deliver us 
from it.  Upon the 24th Mr Flocknell, my aunt Warwick’s man, brought us word from his 
Lady that the Queen died about two [or] three of the clock in the morning…  About ten o’ the 
clock King James was proclaimed in Cheapside by all the Council with great joy and 
triumph, which triumph I went to see and hear.  This peaceable coming in of the King was 
unexpected of all sorts of people.  Within two or three days we returned to Clerkenwell again. 
A little after this Queen Elizabeth’s corpse came by night in a barge from Richmond to 
Whitehall, my mother and a great company of Ladies attending it, where it continued a good 
while standing in the drawing chamber, where it was watched all night by several Lords and 
Ladies, my mother sitting up with it two or three nights, but my Lady would not give me 
leave to watch by reason I was held too young.  At this time we used to go very much to 
Whitehall and walked much in the garden which was much frequented with Lords and 
Ladies, being all full of several hopes, every man expecting mountains and ﬁnding molehills, 
excepting Sir Robert Cecil and the house of the Howards, who hated my mother and did not 
much love my aunt Warwick.  About this time my Lord of Southampton was enlarged of his 
imprisonment out of the Tower.  When the corpse of Queen Elizabeth had continued at 
Whitehall as long as the Council had thought fit, it was carried from thence with great 
solemnity to Westminster, the Lords and Ladies going on foot to attend it, my mother and the 
aunt of Warwick being mourners, but I was not allowed to be one, because I was not high 
enough, which did trouble me then, but yet I stood in the church at Westminster to see the 
solemnity performed.”(The Memoir of 1603 and The Diary of 1616-1619 [2006], pp. 43-45)
6） Katherin O. Acheson ed., intro. to The Diary of 1616-1619: Critical Edition (New York: 
Garland, 1995), pp. 2-5.
7） Barbara Keifer Lewalski, “Re-writing Patriarchy and Patronage: Margaret Clifford, Anne 
Clifford, and Aemilia Lanyer,” in Cedric C. Browne, ed., Patronage, Politics, and Literary 
Traditions in England 1558-1658 (Detriot, Michigan: Wayne State University Press, 1993), p. 
69. ちなみに、「弱き器」（“the weaker vessel”: 1Peter, 3:7）というフレーズは、ティンダル訳
新約聖書にはじめて登場し、1611年の欽定訳聖書に再録された。なお、17世紀イギリスで活躍
した女性の群像を描いたアントニア・フレイザーによる同名の歴史小説がある。（Antonia 
Fraser, The Weaker Vessel［1984; rpt. London: Arrow Books, 1999］）
8） “All this time my Lord was at London where he had inﬁnite & great resorte coming to him. 
he went much abroad Cocking, to bowling Alleys, to Plays & Horseraces, & [was] 
Commended by all the World.  I stay’d in the Country having many times a sorrowfull & 
heavy heart, and being condemn’d by most folks because I would not consent to the 
agreements, so as I may truly say I am like an owl in the Desert.”(Lady Anne Clifford, The 
－ 78－ － 79－
Diary of 1616-1619: Critical Edition, ed. Katherin O. Acheson [New York: Garland, 1995], p. 
48)
9） “the 27th being Sunday I went to Church forenoon & afternoon Dr Donne preaching & he & 
the other Strangers dining with me in the Great Chamber.” (The Diary of 1616-1619: Critical 
Edition, [1995], p. 89) Cf. R.C. Bald, John Donne: A Life, ed. Wesley Milgate (Oxford: 
Clarendon Press, 1970), pp. 317-18, p. 324. 
10） Edward Rainbowe [sic], A Sermon Preached at Applesby [sic], April 14, 1676 at the Funeral 
of the Right Honourable Anne Clifford (1839; rpt. La Vergne, TN: BibloLife, 2009), p. 39.　
なお、葬送の説教の本文には、伝聞情報のソースは「古典研究すべてに通じ、後に神学の研究
に生涯を捧げた当代随一の優雅な才人」（“a Prime and Elegant Wit, well seen in all humane 
Learning, and afterwards devoted to the study of Divinity”）とあり、欄外の注に「ダン博士」
（“Dr Donne”）と名指しされている。
11） “all this summer Lady Penniston was at the Wells near Eridge [Tunbridge] drinking the water. 
This coming hither of my Lady Pennistons was much talked of abroad in the world & my 
Lord was much Condemn’d for it.” (The Diary of 1616-1619: Critical Edition [1995], p. 116)
12） マシュー・コルディコットに対するこのレッテルは、サックヴィル家の末裔で詩人・小説家ヴィ
タ・サックヴィル＝ウェスト編集の『日記』に付せられた、1613年から1624年までノール・ハウ
スに暮らす世帯全員（使用人も含む）一覧に見い出される。（Vita [Victoria] Sackville-West, 
ed., The Diary of Lady Anne Clifford, [London: Heinemann, 1924], p. lvii）しかし、D.J.H. ク
リフォード編集の版では削除される。（D.J.H. Clifford, ed., The Diaries of Lady Anne Clifford 
[Phoenix Mill, Gloucetershire: Sutton, 1990], p. 274）その代わり、D.J.H. クリフォードは、『日
記』の本文にマシューが登場したとき、「ドーセット伯の秘書で腹心の友」（“the Earl of Dorset’s 
secretary and conﬁdante” p. 33n; my emphasis）と註を付ける。改版では （“…conﬁdant” 
[Stroud, Gloucetershire: The History Press, 2009], p. 35n）と修正される。Cf. Acheson, The 
Diary of 1616-1619 [1995], p. 147; Martin Holmes, Proud Northern Lady: Lady Anne 
Clifford 1590-1676 (1975; corr. rpt. Chichester, West Sussex: Phillimore, 1984), esp. p. 31, p. 
100. なお、ヴィタ・サックヴィル＝ウェストをモデルとして両性具有の物語を描いたヴァージニ
ア・ウルフ著『オーランドー』（1928年）では、ノール・ハウスが主要な舞台となっている。（杉
山洋子訳『オーランドー』［1998年 ちくま文庫］）
13） “And now taking boate I past along the Ryver of Rine to the Low-Countreys where after 
some stay I went Antwerp and Bruxells and having stayd a while in the Court there, went 
from thence to Callice where taking ship I arriued at Dover and soe went to London; I had 
scarce beene two dayes there when the Lords of the Counsell sending for mee ended the 
difference betwixt My Lord of Walden and my selfe.  And now if I may say it without vanity, 
I was in greate Esteeme both in Court and City, many of the greatest desiring my Company 
though yet before that tyme I had noe acquaintance with them: Richard Earle of Dorset to 
whom otherwise I was a stranger one day invited mee to Dorset House, where bringing me 
into his Gallery and shewing mee many Pictures hee at last brought mee to a Frame covered 
with greene Taffita and asked mee who I thought was there and therewithall presently 
drawing the Curtaine shewed mee my owne Picture wherevpon demaunding how his 
Lordship came to haue it, hee answered That he had heard soe many brave things of mee, 
That he gott a Coppy of a Picture which one Larkin a Painter drew for mee, The Originall 
whereof I intended before my departure to the Low Countrey for Sir Thomas Lucy.  But not 
onley the Earle of Dorset but a greater person then I will here nominate, got another Coppy 
from Larkin and placing it after in her Cabinet (without that euer I knew any such thing was 
done) gaue occasion to those who sawe it after her death of more discourse then I could haue 
wisht, And indeed I may truly say that taking of my Picture was fatall to mee for more reason 
than I shall think fitt to deliuer.” （The Life of Lord Herbert of Cherbury, ed. J. M. 
Shuttleworth [London: Oxford University Press, 1976], pp. 59-60；以下同様にエドワード・
ハーバートの邦訳はすべて試訳）
14） Edward Herbert, The Poems, English and Latin, ed. G. C. Moore Smith (1923; rpt. New 
York: AMS Press, 1980), p. 30.
15） “This night I passes as quitely as I could But the next mourning aduised with him what I was 
to doe, I tould him I had receiued a greate Affront and that I intended to send him a Challenge 
in such Courteous Language that he could not refuse it; Sir Edward Sacquivile by all meanes 
diswaded me from it, by which I percieved I was not to expect his Assistance therein, And 
indeed the next day he went out of Towne.” (The Life of Edward, Lord Herbert of Cherbury, 
p. 82)
16） Sidney Lee, ed., The Autobiography of Edward, Lord Herbert of Cherbury, 2nd ed. (London: 
Routledge, 1906), p. 90n, p. 180. オーブリーによると、ヴェネティア・スタンレーはリチャー
ド・サックヴィルと不倫を重ね、私生児を少なくともふたり以上もうけ、サー・ケネルム・ディ
グビーと結婚した後も、年500ポンドをせしめていたという。これはオーブリーの誤解で、キ
ンロス卿との決闘からも類推されるように、ヴェネティアの不倫相手は兄リチャードではなく
弟のエドワード・サックヴィルのことであると思われる。ヴェネティアは後に、夫ディグビー
に毒殺されたと噂される。Aubrey’s Brief Lives, ed. Oliver Lawson Dick (1949; rpt. Jaffrey, 
New Hampshire: David R. Godine, 1999), pp. 100-01. Cf. Richard T. Spence, Lady Anne 
Clifford: Countess of Pembroke, Dorset and Montgomery (Phoenix Mill, Gloucetershire: 
Sutton, 1997), p. 60.
17） Michael G. Brennan, Literary Patronage in the English Renaissance: The Pembroke Family 
(London: Routledge, 1988), pp. 153-54; Cristina Malcolmson, Heart-Work: George Herbert 
and the Protestant Ethic (Stanford: Stanford University Press, 1999), pp. 46-95; George 
Herbert: A Literary Life (New York: Palgrave Macmillan, 2004), pp. 1-19; Helen Wilcox, 
“‘You that Indeared are to Pietie’: Herbert and Seventeenth-Century Women,” in Sidney 
Gottlieb and Jonathan F. S. Post, eds., George Herbert in the Nineties: Reflections and 
Reassessments (Fairﬁeld, Conn.: George Herbert Journal, 1995): 207; Amy M. Charles, A 
Life of George Herbert (Ithaca: Cornell University Press, 1977), pp. 171-73.
18） Aubrey’s Brief Lives, p. 138
19） Arthur F. Marotti, John Donne, Coterie Poet. (1986; rpt. Eugene, Oregon: Wipf and Stock, 
2008), p. 196; Michael G. Brennan, Literary Patronage in the English Renaissance, p. 146.
20） Aubrey’s Brief Lives, p. 146.
－ 80－ － 81－
21） “I shall relate now some things Concerning my self which though they may seeme scarce 
Credible yet I protest before God are true; I had beene now in France about a yeare and a 
halfe when my Taylor Andre Uonly of Basil [Andrew Henly of Basel] (who now lives in 
black Fryers) demaunded of mee halfe a yard of Satin to make mee a Suite more then I was 
accustomed to giue, Of which when I required a reason saying, I was not fatter now then 
when I came to France, he answered It was true but you are taller, wherevnto when I would 
giue no Credit he brought his old measures and made it appeare That they did not reach to 
theire just places; I tould him I knew not how this hapned but howsoeuer he should haue 
halfe yard more and that when I came into England I would cleare the Doubt, for a litel 
before my departure thence I remember That William Earle of Penbrook and my selfe did 
measure haights together at the request of the Countess of Bedford and hee was then higher 
then I by about the Breadth of my litel finger: At my returne therefore into England I 
measured againe with the same Earle and to both our greate wonders found my selfe taller 
then hee by the Breadth of a litel Finger.” (The Life of Edward, Lord Herbert of Cherbury, 
pp. 100-01)
22） Edward Herbert, The Poems, English and Latin, p. 42. Cf. Michael G. Brennan, Literary 
Patronage in the English Renaissance, pp. 165-67.
23） G.C. Williamson, Lady Anne Clifford, Countess of Dorset, Pembroke and Montgomery, 1590-
1676 (1922; rpt. Wakeﬁeld, Yorkshire: S.R. Publishers, 1967), pp. 166-67; Tresham Lever, 
The Herberts of Wilton (London: John Murray, 1967), p. 62. 
24） The Life of Lord Herbert of Cherbury, p. 141n.
25） Izaak Walton, The Lives of John Donne, Sir Henry Wotton, Richard Hooker, George Herbert 
and Robert Sanderson, ed. George Saintsbury (London: Oxford University Press, 1966), pp. 
270-71.
26） Aubrey’s Brief Lives, p. 137.
27） “Those that live in Noble Houses are called Chaplains, whose duty and obligation being the 
same to the Houses they live in, as a Parson to his Parish… Before they are in Orders, they 
may be received for Companions, or discoursers; but after a man in once Minister, he cannot 
agree to come into any house, where he shall not exercise what he is, unless he forsake his 
plough, and look back.  Wherefore they are not to be over-submissive, and base, but to keep 
up with Lord and Lady of the house, and to preserve a boldness with them and all, even so 
farre as reproofe to their very face when occasion cals, but seasonably and discreetly.” （The 
Works of George Herbert, [1941; corr. rpt. Oxford: Clarendon Press, 1945], p. 226；以下同様
にジョージ・ハーバートの邦訳はすべて試訳）
28） “After dinner the same day I went with him to Wilton and whilst he was with the Countess I 
obtayned an howers lonelyness…” (The Ferrar Papers, ed. B. Blackstone [Cambridge: 
Cambridge University Press, 1938], p. 267)
29） “If he be unmarried, and sojourne, he never talkes with any woman alone, but in the audience 
of others, and that seldom, and then also in a serious manner, never jestingly or sportfully. 
He is very circumspect in all companyes, both of his behaviour, speech, and very looks, 
knowing himself to be suspected, and envyed.”(The Works of George Herbert, p. 237)
30） The Works of George Herbert, pp. 376-77. なお、ハーバートは『田舎牧師』第36章で、当代の
牧師が祝福をあまり人々に授けないことを咎めている。ベマトンから送る手紙にはほとんど祝福
を添えた。伯爵夫人宛もその典型である。（The Works of George Herbert, pp. 285-86, p. 563）
31） “… the marble pillars of Knole in Kent and Wilton in Wiltshire were to me often times but 
the gay arbour of anguish.  Insomuch as a wise man that knew the insides of my fortune 
would often say that I lived in both these my lord's great families as the river of Roan or 
Rodamus runs through the lake of Geneva, without mingling any part of its streams with that 
lake; for I gave myself wholly to retiredness, as much as I could, in both those great families, 
and made good books and virtuous thoughts my companions…” (“The Life of Me” in The 
Memoir of 1603 and The Diary of 1616-1619 [2006], p. 225)
32） G.C. Williamson, Lady Anne Clifford, p. 144; Martin Holmes, Proud Northern Lady, p. 91.
33） G.C. Williamson, Lady Anne Clifford, p. 306; Richard T. Spence, Lady Anne Clifford, p. 86.
34） Izaak Walton, The Lives of John Donne, Sir Henry Wotton, Richard Hooker, George Herbert 
and Robert Sanderson, p. 63; A. Alvarez, The School of Donne (London: Chatto and Windus, 
1961), p. 47.
35） “the practice of Musick, in which he [George Herbert] became a great Master… Musick, in 
which heavenly Art he was a most excellent Master, and did himself compose many divine 
Hymns and Anthems, which he set and sung to his Lute or Viol…” (Izaak Walton, The Lives, p. 
269, p. 303); “I [Anne]… learned to sing and play on the bass viol of Jack Jenkins, my aunt’s 
boy” (The Memoir of 1603 and The Diary of 1616-1619 [2006], p. 59) なお、エドワード・ハー
バートもリュート音楽に精通し、楽曲の譜面を気晴らし用に収集した。その集成は、Lord 
Herbert of Cherbury’s Lute Bookとして知られる。
